
前回の試合で圧巻の KO勝ちを収めたコブラ諏訪がトクホンダッシュエアロ第８７弾のメインイ

ベントに出場する。対戦相手は 37 歳で定年を迎え、引退試合を花道で飾りたいレパード玉熊ジ

ムの日本ウェルター級 11 位 塩谷智行選手だ。強靭な塩谷選手は未だダウンなしと強打が武器で

あり、コブラ諏訪と似ている。階級は一つ上だが、勝てばランキング入り。強打 VS 不死身の見

どころはやはり打ち合い必至だろう。ファイター型のサウスポーに対しコブラ諏訪はどんな戦い

で挑むのか。前回の勢いのまま取りこぼしなく勝利しタイトル挑戦へ駆け上がりたいところだ。

前座の 3試合目には立川雄亮が 4回戦で出場する。対戦相手は 180cm近くある長身の１０カウ

ントジムの谷田部隆士選手だ。立川は今年の 1月から約１０か月ぶりの試合となる。1月の試合

では腰痛のためサウスポーへと転向したが、腰の完治のためオーソドックスに戻して走り込みを

強化してきた。コブラ諏訪と連日にわたる出稽古でのスパーリングで実践も積んできている。持

ち味のスピードを生かし２Ｒ以内で仕留め、今年最後の試合を両者共に勝利で飾りたい。
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◆   親睦会を開催しました !!   ◆

2011 年 9月 22 日に古河体育館で神谷優季が日本ランキング１２位の宮森卓也選手と対戦しました。初回にバッティングにより左目上をカットしま

したが、手数で圧倒して６Ｒまで持ち直すもののドクターストップの負傷判定により２－１で惜しくも敗戦となりました。遠方までお越し頂きまし

た皆様には厚く御礼申し上げます。次戦のコブラ諏訪、立川雄亮の試合も引き続き応援の程宜しくお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　渡久地聡美

神谷優季 手数で圧倒するも負傷判定負け
ランキング入りのかかった大事な一戦。

初回、早々にバッティングで左瞼の上

をカットした。古傷が切れるのは誰も

が予想していたが、こんなにも早く迎

えてしまい、応援席では思わず溜息が

漏れた。セコンドの懸命な止血処理も

敵わず、ラウンドを重ねるごとに顔を

真っ赤に染めるほどに出血が増してき

た。しかし優季の内に秘めた闘志は宮

森選手を手数で圧倒し、何度となくロ

ープへと追い込んだ。後退する宮森選

手は防戦一方になるも、少ない手数の

中から着実に優季の瞼をヒットさせて

きた。５Ｒに再度ドクターチェック。

ここで終了かと思われたが続行した。

６Ｒ視界不良で隙を見せた優季に対し

て宮森選手はようやく盛り返してきた

が出血が酷くなりここでドクタースト

ップ。負傷により６Ｒまでの採点によ

る判定になった。誰もが 3-0 で優季の

試合の予定　　　　　　　　　◆トクホンダッシュエアロ第８７弾　12 月 5日（月）　後楽園ホール◆

スーパーバンタム級 4回戦　　　　　　メインイベント  スーパーライト級８回戦

立川雄亮 VS 谷田部隆士（10ｶｳﾝﾄ）　　　コブラ諏訪 VS 塩谷智行 (ﾚﾊﾟｰﾄﾞ玉熊）※ｳｪﾙﾀｰ級 11 位

チケットをお求めの方は当ジムまで。

皆様の応援が勝利を導きますので会場までぜひお越しください !!　　　　　　MG　田中　圭

勝利を確信していたが、2-1 で宮森選手に軍配が上がった。先日の中村幸裕の不当ジャッジが頭を過るも、主催者側への遠征とランカーという事を

考えると妥当な判定と言えるのかもしれない。やはりＫＯ以外の勝利は無かった事と、倒すボクシングの大事さを痛感したのではないだろうか。早

くも再起を表明した優季は、『次戦は必ずＫＯで勝ちます！』と心強く語った。素晴らしいテクニックを持っている優季に強打を兼ね備えればラン

キング入りは間違いなく射程圏内だ。再帰戦は気持ちを前に出し、相手がマットに沈む熱い戦いに期待したい。

10月 29 日に行われた親睦会で再起を誓った神谷優季

12 月 5 日後楽園ホールでコブラ諏訪と立川雄亮が出場します


